





























































部5l~~ 外材体制下のj百貨地il場.fJYJ1丘・・・・ (186) 



























































































1960I 1970 I 1980 1960 1970 1980 1960 1970 1980 
抵パルプ製造業 1，275 1，041 907 105 106 80 3，614 10，748 30，914 
合板製造業 377 955 1.211 32 81 53 637 4，985 12.362 






EE3 日 極 1960 1965 1971 1975 1980年
{上位)3社 31.2 34.6 36.8 35.9 35.1 
製紙"~)レプ 5社 43.3 46.2 48.0 52.3 53.2 
10社 60.3 61.9 67.0 70.1 71.6 
3杜 36.5 40.9 37.9 37.4 37.7 
紙 5社 47.3 50.7 46.7 48.9 50.8 
10社 64.1 65.4 60.7 65.9 69.2 
3社 9.6 10.8 10.8 8.4 10.9 
普通合板 5社 13.2 16.6 15.5 13.1 16.4 
10社 20.6 25.1 24.2 22.9 27.2 
3社 20.0 15.8 13.3 
特味合板 5社 26.9 22.8 20.5 















































































































































t. ) 3.柄本勲「現代商業学j ミネルゲァ書房 1971年 P.6<i -650 
4.楠本f前拘:1|lJ.680


























31と次 総数 JH村林 薪l主体
1934 ~ 361f-平均 5i.595(t00j 18，715(32.5) 38，880(67.5) 
50 65，631 (100) 34 ， 410(~2.4) 31，221(47.s) 
55 71，938(100) 50，338(69.9) 21，600(30.1) 




































年 次 a4qL.，4h ・ 註司 パルプ用材 坑 木 建築用その他用 材
1934-36年平均 21，400干d 940千d 1，970.千..' 18，490T'" 
実 47 20，895 717 2，247 17，932 
50 26，662 3，255 2，946 20，461 
註 55 38，817 7，544 2，394 28，879 
60 51.806 12，721 2，606 ‘ 36，479 
1934""';36年平均 100% 4% 9% 87% 
f耳 47 100 3 11' 86 . 、
成 50 100 12 11 77 
比 55 100 19 6 75 
60 100 25 5 70 
1934-36年平均 80 29 67 90 
4巳U 47 78 22 76 88 
50 100 100 100 100 
教 55 146 232 81 141 
60 194 391 88 178 
注)1科学技lW"j':r日本の保体資源J おー部.1958年.















1950年以降も引き続き í-r.i~は顕者なW rJ をぷし、 56 :íV. には 4000J]mJ台に、60年
には 5000]Jro3台に述した。なかでもパル7'JI]材は60!f.には50-<1=-の4倍近い地加
を示し、またill~m その i也 JIJ 材もこの1tf}1.s怖のflびであった。これに反 Lて、坑
木需要は 51年の 337 万 I日をピ -1 に減少に iljf じた。この結果 1960年における g~P1


















































で民有林材の占める訓合は47年 65%、50年 ii%、55年 78%と高まっていくが、
このことが民家の林来.1.:庄の活性化に述由Jしていく n部3に、50:!1:.半ばからは民
有林生躍に加えて木材HifE資本の長日ltjをうけた国有林野の供給油大があった。
国有林のJH材伐掠斑は敗戦以降195~l31:. ころまで900ìJm J を jjíj役してきたが、 54JI三
表1-3パルプm材の消費量(産地別)
ljl.位:1000rnJ
正F * 北海道材 内地村ム 柿太材 朝鮮材 nt 
1934-36年平均 437 17 1，768 74 2，296 
46-48年平均 586 732 。 1，318 
51-53年平均・ 1，307 3，967 一 一 5，274 





:il (千1:>') lt. !t1 
19501f. 55 60 55/50 60/55 
北 i毎 迫 1，105 1，672 2，645 151 158 
U~ 北 439 755 1，251 172 166 
|則 65 135 496 208 367. 
北. 陸 162 219 395 135 180 
~[ i毎 208 685 2，061 329 301 
近 世 78 639 713 819 111 
国 414 1，848 1，850 4<17 100 
凹 国 79 686 767 870 112 
:1. :lH 316 1，207 1，559 382 129 
不
9 52 I 245 .;て， 。3
日¥- 2，874 7，898 11 ，982 275 152 







193<1-36Jf. 5，788 12，964 18，752. 
<17 9， 300( 161) 17 ， /~59(la5) 2.6， i59( 1 ，12) 
、50 i，8iO( 85) 26，540(152) 34，410(129) 
55 1 1， 2 ，~1 (1 43) 39，094(l4i} 50，338(146) 









































































， ~~ H エ f品 数
.if 月ー 型村畳
稼 gib 非務肋 -fr E十 千石
1946年 4月 8，997 2，100 11 ，097 2，107 
10 17，642 2，613 20，255 2，951 




27，648 4，189 31，837 2，829 
48年 4 30，486 3，876 34，362 3，073 
10 34，543 3，895 ， ， 38，438 3，212 
49年 4 34，045 4，562 38，607 3，258 
10 33，262 6，056 39，318 2，976 
50年 4 30，218 7，388 37，606 2，304 
10 23，017 9，727 32，744 3，747 
51年 4 ， 24，532 7，402" 31，934 4，299 
10 24，526 6，920 31，416 4，348 
52年 4 24，869 6，239 31，108 4，495 
10 24，976 ， 6，295 31，271 4，441 
53年 3 25，371 6，299 31，670 4，999 
， 
10 29，833 4，866 
唱.
_ 54年 4 30，260 4，814 
10 
司， 29，888 4，518 












































地 域 杢‘Eち，.且 政 伐採して生産 半々 素材買付
京i毎4県 100 24 17 59 
近世2府4県 100 23 18 59 
*北5県 100 43 23 34 












































































平;;----ー と 1954・4 55・12 59・12. 
工咽場 勾~J:.、巴~ 政 33，965 31，460 29，112 (100) (100) (100) 
自動送材車付情話(a )を所有する 6，315 9，962 
.工場 25) (34) 
手押送材車付帯埠(b)を所有し 4，910 4，501 4，075 
aを所有しない工場 (14) 
テー プル扱用送所材有車付管理(c )を 3，199 4，962 
所宥し abを しない工場 (9) 15) 
所卓上有帝盟陸(d ) を所有し ab cを 1，112 573 407 
しないエ場 (3) (2) (1) 















ス時代"の開幕jであったlbo ピック・ピグネスを rl~l 心とした灯・況は、遅れて製材



































14.15. r f!i近の型I材界の動向Jr月刊林材J19543plO月 p.390





































めである 2I しかも戦後京京の-ns荷聞は全国に広が 1)、木村田i柏木単はuo支が突
出する構造になっていた。ij弘前には大阪が中国・*南アクアの貿易中継基地と


























1954年 14 7 u 
60 6 8 1 





















































































































で.".! ~) ‘J'..J 
表 1-1"1 *京ilP誌の地域別入荷泣
1000石
64 戸 M'.)/ ， 1936if-
1，384 1，5G6 553 北海道
東北
開 JR
3，251 3，140 l，6i1 































































I 表1-12 lC京市場への入荷量 1962it: (o4J下)
出荷県 入荷量 出荷形態 % 
1000mJ i!売市場木材販先業者 直需者
秋 回 541(474) 22(22) 74(77) 4( 1) 
静岡 400(417) 23 (14) 63(69) 14(17) 
和歌山 3i7(3S0) 8(10) 90(89) 2( 1) 
*京 292(270) 9 ( 9) 53(60) 3d(31) 
北海道 289(295) 6(5) BO(89) 14( 6) 
岩手・ 242(204) 46(42) 47(44) 7(14) 
栢 品 194(225) 52(49) 4l( 45) 7( 6) 
J 円t<; 相神主t 186(16 ) 63(54) 33(40) 4( 6) 
長野 171 ( 189) 18 ( S) 49(64) 33(28) 
奈良 16l(161) 17(21) 75(65) 8(14) 
群馬 157(131) 48( 4] ) 35(35} 17(24) 
初 本 154(155 } 66(65) 24(29) 10( () 
茨城 130(106) 69(48) 27(47) 4{ 5) 

















































































































(3) 新工場の建設(~1小牧製紙J佳日井、大昭和製紙官士、中越パ lレプ{jgUIT .大王
製紙川之江など)
1950 -51 il:.の資本帯簡を基盤に、戦Il~rll の技術空 I~I を~Ilめた紙パルプ産業は、















































2，973 (100) 17 
7，190 (100) I 23 























クラフトパルプ (Kp) グランドパルプ (Gp) 
王場数 話解韮註 日 産能 力 工場誼 砕木民政 日 産能力
ト〉 トン
8" 23 308 (10) 171 347 1，466 (49) 
19 52 1，015 (14) 291 598 3，034 (42) 
20 62 1，707 (21) 213 424 2，665 (33) 


























































































































J\ FA 制(自主~J外貨剤当制])、 50年7月~51 年:l月がAAgi!J(白羽IJj承認~ilJ)、 5lil'..j，
J . 6月がFA市1](外貨資金制当制}、511f-7月-54年3nがAA~i!J 、 54年4 月-59-<f-
12月がFA制と、貿易環境の変化に対応して目まぐるしく説化し lた。ニれが完全














(昭和 15) 年の 7 ， 600m 2 であったが、この生産量を 53年に追い越し、盟54年には H~























































r.o-;:リ|ホヲト!ベユアド 内需~出| 1十一 ν一九 プレ y、 ヲイヤー
35 31 22 1.172 491 I.GG3 
39 :l:l 3s 1.098 955 2，043 I 
53 109 B.i 1.229 1.390 2.619 
63 12i 113 1. 829 1，413 3，21¥2 
86 144 145 2.252 1. 5.1 3，806 
il:) 1. r日本n来年謹j1957. 1958年既から作成E
2. '"ー クリー レ-;7-.は9尺以上。ホットプレ九114x B尺 10段以上。ベニ
4 ヤドライヤーは9x33尺x3段以上。
3. "''Í" ::~7 月現花。日本合庄工茶会問責。
長ト !6組悦別合1i板工tJ4-政・従業民数・生産能力
11l: I 工助 .~t I 従探貝致 |年間生産能力
2111322EE王巳!竺1 :t品ZLlZ
300以上 l~ 1. ii3 28 I 29 9.B36 151 9.851 1， 182 31. 1 
250-299 7 1.18 10 1 1， 990 3C 2.020 278 7.31 
200-2.19 4 i7 4 5 8:l9 73 、912 131 3.4 
150-199 1 145 10 1. 7，10 01 1.740 426 1. 
100-149 21 100 21 21 2.499 01 2，499 582 15.4 
50-99 828 
50求問 681 294 1 561 121 uol 1.557 1 3521 1.939 380 9. 
gl・ 1831 2，926 11821 17j 199j 22.407 ! 62宅23，030 3. 807 100.01 
住)1. 『日木村~tt~1p~宝Jl 1955~I~FlZ. 571ベージ。
2. 日本合vz工話会同i"e.昭和32年6月末現在
3. 持fr: il l.!. ;h.I~坊はいづれも50名京消の小工l.t}と推定される。
生花能力l土 4 ロ1!J. ~;m。









ff 回 l'副L E 6，004 野 回 合 百 5，984 
I lIU下プライウッド 5.819 11洋プライウヲド 5.831 
m 出 宜 易 3，667 永 大 E 3長 4.260 
永 大 産 提 3.5.13 足立ベ ι ヤ 4.062 
段 行 E 州北島E 3. 123 I支 谷 産 5民 3.821 
千住ベニヤ工~ 3，086 f!a 決 n 品 3，619 
名古5!7' 'lイウ γ ド 3，02-1 千{主ベ ι ヤヱ捺 3，330 
反 政 13 百 3，130 
ìl~ l日 合 回 3，101 
1凶 iR 合 仮 3，092 
総 H (A) 即 1十 ω|同剖
7 祉計 (s.) 28，揃 Lio . ~l: n (13) 14問。
B/A I 32.5~~! B/A I 37.9克







































対米進出の結果、アメリカの HP1 (Uardwood P!ywood fnstitute)から米連邦
議会開脱委員会に日本産合担の輸入制限と関税引上げを提訴され、産業保護貿
易連動の攻撃にさらされることになった。この提訴は後に委員会で却下された























33.林野庁，¥f;ifl厚r日本林業年括j19551円以 1.50，1 ~"505" 
1950年代の木材加給関係は、 ;}，i諜超過の状 1)~ であったが、叫がL!iJ の愉人
~ìIJ限政策のもとでは、 ifïf.外資源に lよ胞1m に依存することはできなかったむ





B7 .~1;1 Jl与の合板工場の慌単純限は、ラワン合板で)J p~: 100 H jfけJフィート
{従業.TilOO人)であった or合組七十五年史J19S:iJf.日本合板工業去1合
辿合会 11.215"
JS .iij拘fit劫柄泣.J， 65 -Goo 
























これにかわって者しく地加したのが合板川材である。 60.!1~ に3Z07j 1l1 J にすぎな
かったが、7:lJI三にはl700"J)"m3に述し、シェアは5.6%から14.6%に高まった。味に
新製品の1m先によって市場が広が 1)、60年代後半には51材品(主に祇知}¥こ代特
























60 65 70 73 
合阪府 ~ (Jレプm
:H I~r : lij~~にいl じ。



























.~Iとから 653f.の 110 に 17 ポイント増加し 27.5.% となり、さらにテンポを j主め 703p に




























‘ー 2，47m3で、北欧3wl とカナダの?j'i 貯水~が向く(これらの陪|々は製品の愉出関
であるが)、またアメリカでは1.58mJに注している。60.{1三にくらべて北欧31I1が
1!11 びているのに刈・し、北米 2 匝!は仲捕している。これに対して花が~11土 7() 3f.に
はO.!:l6m3とな 1)世界9番f-Iの119水準にあるが、1(j1T.I阜で北欧 3 国を上 [~j る実主i
表2-1主要因の木村消時並(産業JI材)
【1)1位:1∞万町内
国 名 19印年 70年 均196地0-加70率年年(%平) 
世界 1， 025. 1 (100). 1，267.5(1∞) 2.1 
アメリカ 289.3(28‘2)・ 324.1(25.6) 1.1 
ソ 連 2拡 7(24.3) 270. 0 (21. 3) 0.8 
日 本 50.0 (4.9) 99. 7σ.9) 7;1 
カナダ 57.0 (5.6) 60; 9 (4.8) O. 7 
西ドイツ 35.7 (3.5) 45.8 (3.6) 2.5 
フランス 23.1 (2.3) 36.5 (2.9) 4.7 
イギリス 34.6 (3.4) 36.4 (2.9) 0.5 






8 601 I 0.5~ 
本70田直'7lZn0;96
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，、. Jレ フ 紙および仮紙
年 次
総 致 溶解，勺レ7" 製紙，ξルプ 総 数 紙 痕 紙
1950年 749 101 648 871 687 1剖
55 1，叩B ?:l7 1，630 2，204 1，613 590 
60 3，532 378 3， 153 4，513 2，858 1，645 
65 5， 164 469 4，695 7，299 4，2!9 3，079 
70 8，田1 554 8，247 12，973 7， 135 5，邸8
71 9，039 545 8，494 12，907 7， 129 5，778 
72. 9，458 514 8，944 13，648 7，471 6，176 
73 10，123 489 9，634 15，975 8，222 7， 753 
74 10，040 444 9，5描 15，647 8，444 7，203 
75 8，日O 280 8，3印 13，印1 7，711 5，890 






1956年 印，191 20，077 9，565 
60 60，031 21，913 10，145 
65 82，935 30， 773 12，922 
70 l田，228 38，298 16，117 












世界合計 アメリカ カナダ 日 本
62，310 28，511 7，7151⑥ 2，568 
74..355 31，101 7，817 窃 4，512
98，646 39，554 9，おl @ 6，792 
128，282 47，599 11，655 @12，973 

































区 分 19印年度 65年 日年 回年 . 70年 71年 72年 73年
，、. Jレ プ 193 141 246 243 230 306 275 244 
投額資 紙 184 200 312 446 447 4四 371 3臼
叡 民 52 106 79 133 169 1田 207 264 
位 関連施設等 93 88 129 175 231 351 3団 回0
円 内，公害防止 58 142 196 327 
計 522 535 766 997 1，077 1，322 1，233 1，461 
J、- Jレ フ 37.0 26.4 32.1 24.4 21. 4 23. 1 22.3 16. 7 
成構 紙 35.2 37.4 40. 7 44.7 41. 5 36.3 30.1 2. 1 
比 校 抵 10.0 19.8 10.3 13.3 15. 7 14.0 16.8 18.0 
% 関連施設等 17.8 16.4 16.9 17.6 21.4 26.6 30.8 43.1 
内，公害防止 5.4 10. 7 15.9 22.4 



































































































合併企築 合併後企業 系 列 合併年度
中富土洋紙井庖 日本紙パJレプ商事 王 子 70年
大博倉進f字紙庖社 大倉博進 大昭和 71年
小東島邦洋訳紙百業 サンブリ y ジ 山臨国策 72年
柏琵原三洋商紙庖会 三菱型紙匝克 一 査 72年
言25詳i商事i 三洋日比谷 山間国策 72年
大永抵通商 ニ〒E 子 73年
大商永成紙紙通商業 大永紙通商 王 子 75年
表2-'-6紙生産における集1.1皮(1974年)
品 種 ~ 中
新聞巻取低
王子製紙 16.5.十余型民 13.2，大昭和魁紙 7.2





王子製紙 16.6，十条製紙 15.1，'山由国策バルブ '14.6






十条製紙 52.4，大昭和型紙 28.2 
王子製紙 35.6.十条製紙 29.0，大昭和製低 16:3
十条製紙 51.9，王子位低 22.8，本州i製依 9.7 
仮i低
神崎製紙 36.0，三菱製紙 23.8，日本加工製低 20.2
神崎製妖 18.3，山陽国情パルプ 13.9，三塁製低 13.1









































































































































Douglas fir Plywood 












2， 360-2， 4.1~ 1国策・大昭和型紙・:"Jt住製紙・中越パルフ-
































年代における紙・パルプ産業のあ ry-}J J 197Z1F-。
7.8. r紙パルプ産業における収益環境の悪化と企業の対応Jr調査月報(日
本長期信用銀行)j(出145号)1975年12月。
9.1955年度の三者の出l合は、各63%、 :~2%、 5%である n 通商産業大臣官時澗
査統計部f昭和34.ifと紙パJレ7・工業設備の現況J(総合組)。
10. Sパルプは系列チップ業者と半j自訴に数量契約制をとっており、これ
I • ! 
が達成されると、パルプ会社はチップ工場設備資金の名目で、3走者にK8'当



































生産協力はjIU{~的に上井し、生産量は60"'" 70年の 10 11'- 聞に3{~96007im2から]3











年次 普通合lt{A特殊合医BB I A (%) 
羽田年 396 一 一
65 717 187 26.0 
68 1，123 315 28.0 
69 1，237 391 31. 6 
70 1;389 4田 35.7 
71 1，361 503 37.0 
72 1，432 511 35. 7 
73 1，516 日l 37.0 
74 1，383 499 36.1 
75 1，183 417 35.2 
出所 r木材需給報告書』から作成z
主た、新規商品として開発された二次加工合岐は沼、テンポで.I\~JIし、普通合抵







































































(工場頬型J 1965年末 70年末 73年末J 75年末
計 425 719 740 726 
単複のみ 39 51 60 57 
普通合痕のみ 182 217 191 200 
普通合夜と特殊合反 49 67 臼 52 
特殊合夜のみ 225 認4 423 417 
咽ーP・..ー ・ー畠・ー・帯平骨量ー.ー...ー .ー..島4・・4・4・4 -ー....・・早串・圃・・・・ー ・ー・ー.......白・・ー...-ー・ー・ー・・・・ー.........・・ b・H・・・.・・・B・...曙'
普通合夜 231 284 257 252 
特殊合寂 274 451 489 469 
2) 従業員規槙別 (73年末)
(工場頬型) -9人 10-49人 国-99人 1凹-299人 3凹~ 計
計 106 277 129 172 56 740 
単疫のみ 4 43 10 3 一 田
普通合仮のみ z 36 35 95 23 191 
普通合百と特殊合E 1 3 4 32 26 66 
特n合医のみ 99 195 80 42 7 423 
四日平・・4・a・守・・ー・ー・・・・・・・日】.........四日日 -ー~.-............ 4・・・..軍司骨・.唱骨 ーーー・・・..~..... -・.・・・ー・・ー .ー .ー....._. -・・.......ー・歯..
普通合 E 3 39 39 127 49 257 



























云ごと 1-10位 11.，..20位 21-30位 31-40位 41一切位 合計
工 生産数量 342，803 249，138 188，989 149，日3 129，926 2，004，520 
場担俣 集中度 17.1 12.4 9.4 7.5 6.5 l∞.0 
果民集中皮 17.1 29.5 38.9 46.4 52.9 1凹.0
毒草
生産致量 479，日l 273，099 205，幻自 157，934 129，臼4 2，凹4，520
集中皮 23.9 13.6 10.2 7.9 6.5 100.0 
果叡集中皮 23.9 37.5 47.7 55..6 62.1 l凹.0
グ規 生産致置 724，922 331，691 221，043 138，712 115，875 2，004，520 
ル筏 集中度 36.2 16.5 11.0 6.9 5.8 l叩.0











東洋プライウ y ド 東洋プライウ γ ド，訟栄化学工業， トウガク
段谷産莱 段谷底莱.段谷プリント寂工築，段谷ボード工業，長浜合Hi， ダンタユ合
復工業，山間住宅担材，南日本合反.駄木工業
伊藤忠商事 大注工築.2可濁合仮復興，三貝プライウ y ド
ユアサ(湯浅貿易) ユアサ..ユアサボード，日東合夜，岡本ベニヤ製作所，新栄合~，日東興
産
西北 西北ベ=ヤ工業，千住プライウ γ ド，荒川プライウ y ド，西北7"ライウ γ

































区 分 1971年 72年 73年 74年 75:;:' 
金 総. 額 73 84 296 109 56 
額 うち段鼠世知 57 68 205 92 36 
指 総 額 100;0 115.3 405.8 150.0 76.5 




区 分 1972年度 73年 74年 75年
売経上常高
合板大企業 5.0 9.2 3.9 6. 8.9 
1 中小企業 3.1 7. 7 6. 5.3 6.12.0 
利益率 上場製造業 3.9 5. 1 6.4 5.9 4.5 2.4 0; 6 一
経総資常本
合夜大企築 4.4 8.0 0.6 6. 4.6 
g 中小企業 4. 7 11. 2 6. 4.4 ム6.6
利益率 上場製造業 3.4 ‘4.6 6.1 6.1 -4.9 2.4 0.5 一
合復大企諜 21. 6 20.2 19.2 15.3 
自己資本 g 中小企築 9.9 12.0 8.6 1.2 構成比
上明製造業 19.9 20.0 19.5 18.6 18.1 17.9 17.3 一
合在大企業 4.0 4.1 5.9 7.5 
支 払
H 中小企業 3.3 3.4 4.9 5.5 利子平
上場製造業 4.7 4.2 3;9 4.1 4.4 4.9 5.2 一
162.5 147.6 149.2 146.4 
e 中小企業 116.1 125.0 125.2 117.5 



































t!:.) 1. 前田『合慌用原木の流泊帥迫研究報告:'J 114ページから
作成。
2. 世字は73年の生産誌を示し， ljt位は({!nf(4四 l免官:)。また
( )内の数字は合板工Jt}からの出荷:v."
3. 矢印は流通提{尽を示し，









































場町たりの平均出力設は、 60年の 23.4k凶から 73年の 55.1kw に 11~叫し、生産の機







T~之i 羽 65年 70年 73年 75年
出所 r木材官給将告書』から作氏
表2-16製材出力階l白別にみた工場散の推移
年次 kW 22. 5~37.5 37.5-75.。75.0-150.0 15O.0kW- 計 (7.5kW 一工場力当tcげ.5-22.5 未満) り出歓
19印~ 14，807 5，594 3，046 782 24，229 4，178 23.4k、v
65 11，.495 6，臼6 4，874 1，78B 24，回3 2，625 33~0 
曲 9，690 6，9BO 5，826 1，978 日6 25，130 1，861 39.6 
69 8，995 6，913 6，062 2，1臼 788 24，922 1，623 42.3 
70 8，125 6， 704 6，349 2，387 981 24，546 1，395 45.9 
71 7，88B ι6，476 6，四9 2，437 1，的9 24，199 1，224 47.9 
72 7，485 6， 191 6，469 2.506 1，279 23，930 1，077 50.8 
73 6，868 6，023 6，814 2，790 1，523 24，018 948 55.1 
74 6，590 5，剖4 6，917 3，028 1，637 24，016 816 57.8 
























る比率は、 60 1f- の 10% から 66.1トの Z9%、 n.~f-の 58% に t:"~ ま'}、ことに 150.0kw
以上加では80% まで外材に依存 L ている e また、~材工場を原料 ULÎ から組担化し
てみると、l司産材のみをひく工場は63年の1Jj727?工場から7B.{f-の7635工場に極
純し、工場数の比中では6日%から 32%に判ÌI~ し、一方タト材のみをひく工場はこの







総 fI: 29.4 59.0 
7.5-22.5kW 11. 5 30.4 
22.5-37.5 16.4 41. 4 
37.5-75.。 22.5 49.5 
75.0-150.。 31. 7 54.8 
150.0kW- 73.5 79.8 
出所:前夜に同じ
表2-18 [司産材・外材組み合わせ別工場数
工 場 数|原木入荷量 (100Onr)
計|思産ヰ国産制外材I~i- I閏産材!国産材!外材
| 目外材lのみ1u! 1のみ止外付.の
計 |2刊か吋叩71 吋 3，17か吋1刊13，608
7.5~n.5kwiは 109ho，29812，7411 70! 7，263! 5， 223~ 1，9911 ||liJ|'!l lz;こ:;|:;|;:問 ;1日中:|;:31:; 
.0... 11， 3991 59刊 614¥ 191!12.16司4，06司5，170i 2， 933
計 ド吋wh吋丸吋3，7中，叫0，吋20・735
7. 5.;.，22. 5.k¥Vi 6，866l 3，31O! 3，190! 3吋 a吋 1，叩~ 1，7511 252 
22.5......37.5 1 6，0201 1，7711 3.7431 5061 7，085! 2，1121 4，2441 729 
37.5--'75.0 1 6，8141 1，7291 4， 218~ 867!16，8771 .1，1511 9，6021 3，124 




2.5....37.5 ./ 100.0: 61.1 37~ 91 1.1 100.0: 59.6/ 38.91 1.5 
37.5......75.0 1 100.01 56.41 41.31 2.3! 100.01' 54; 71 41.91 3.4 
75. .0.. [100. 0， 42.51 43.8¥ 13. 71100~_~L~~__ 4¥ 42. 51 24.1 
73年|計|肌oi吋 5吋 1吋100.01 瓜 014吋 32.6
'-'22.5kwl 100. J.48. 2!46. 51 5.31100.01 43.51・49.41 7.1 
nn r." 門司 :''1… 1 :~':I ~:.:! :.¥ ~~~- ~I .，開口 :¥ ~~. ~I 明官~つヴ 5 い可00.0: 29口.41 6位Zつ引 8.4引:1凹00.01 ワ刊口悶 5臼9.9到I1叩0.3
z :l;LM~イ7〈一~ 1;叩0ニLμo仏Mバ.JjG4! ;二.J 6 J 4ん:;1ぷ』2=4 . J 5出694! 四
7布5.0....1臼50.0 11叩0∞0.0: 2幻2.司 5訂7.6剖11目9.9叫11叩0∞0.01 21.司 5臼2.3司12部6.2








ゆる r~n主 IJj:制 jιl世程で生み出されたところに 1'j':慣がある。 μu ち、「木村和lifú安





















全 国総 数 24，199 1，158， 113 244，5印 25，325 31，503 57，828 41，858 
一工拐当たり平均 48 10 1-1 1.3 2.4 1.7 
.ー...........・・ーー・ー・ー・..........-・ー・‘・・......... ー-ー・ーー....-・...・ ...... -・・ー・..+・. 
木材団地総 致 729 111，201 16，708 1，053 7，804 8，867 5，207 
対全国割合 3.0% 9.5% 6.8% 4.0% 24.8% 15.3% 14.8% 





































































































































資金間違先 後肢段側 工局企凪等の建物構策物 土地 計
1; E十 70，431 15，7i9 8，907 95，117 
県・市"!;の補助・融資 2印 。 261 
(高度化資金を除<)
中小企業金融公血 6，866 362 78 7，306 
{うち特利分) (5，678) (5，678) 
商工中金 3，日9 810 625 5，105 
その他政府系金融殴閲 8，109 1，682 267 10，058 
民間金位段閲 22，690 5，611 2，951 31，252 




区 分 1961-65 69年 70年 71年 72年 73年 74年年平均
固定資産 38.2 白.3 38.2 45.3 26.5 21.2 75.5 
資 棚卸資産 10.9 8.3 7.4 1.0 11.6 25.4 16.3 
金 克上債指(合割手} 29. 7 37.6 37.9 24.7 47.7 34.3 ム10.4
需 現金・罰金 15.3 13.1 13.7 19.0 lO.5 13.9 6.8 
要 その他 5.9 6. 7 2.8 10.0 3. 7 5.2 11.8 . 
資金需要(関連)合計 100.。100.0 100.0 100.0 l凹.0 100.0 100.0 
(一社当たり平均額.百万円) (35) (68) (64) (67) (1お) (293) (田)
自己賢金 27.2 32.3 29.3 22.5 30.6 部.3 37.8 
賢 制韮留保 6.1 11. 5 8.2 2.5 16.2 17.1 0.3 
減価民却 16.8 17.9 19.2 18.3 12.6 7.4 34.1 
金 地資 4.3 2.9 1.9 1.7 1.8 0.8 3.4 
他人質金 72.8 67.7 70.7 77.5 69.4 74.7 62.2 
開 短期借入金(合副手) 31. 5 25.0 24.7 33.5 13.0 10.5 78.0 
長期借入金 11. 8 6.3 4.8 25.0 7.4 6.1 49.1 
逮 買λ債務 24.6 29.4 30.8 14.5 31.9 39.5 6.44.8 










































公瓜iの活用L などである ~r中小企業金融公lin:二十年史J 1974年中小企業
企融公Jil1p.l77。
26.加藤rnij掲i!?j l入 25~
27. 1'木村流通過桂における金融に|渇する i~lft 催告書J( 部 1 -3.f.~) 1973-
75年林業信用基金。




木材 l~tj 虫:は 1851 年に ìj弘前水準を回復し、ひきつづいて55.-iO年の15年/l[Jに2倍















































1，"1日~. II n ~ n ~ ~ 
山内i: 1+1!1.行 i'enから1'11<:.
tl; :木村 111 ，'・t拘由桁位rJ. D[{ 1t127!I; Hi位を b とに fl'~I:.








川台に、 66 .1 1とには 2 ， 1~5万m J 、 70.1 V. には 60年の 7 情に近い4 ， 2 :1 7 万!日になった(説3
-1)。
表3-1木材輸入量の推移
開期総 木 材 輸 入 .iil:(千m!) 木(ッ千材フmチ3) 年次 エユュー ・/ー政 ラワソ材 米 材 ソ連材 ランド材 その他
19同年 1.7 6，379 (100) 4， 568(7l. 6) 553(8.8) 921 (14.4) ‘147(2.3) 190(3.0) 一
62 3.2 11，047 (100) 6，373(57.7} .2，384 (21. 6) 1， 673 (15. 1) 255(2.3) 362(3.3) 一
臼 4~ 4 15，302(1凹) 7，871 (51.4) 4， 113 (26.9) 2，397 (15.7) 314(2.0) 印7(4.0) 12 
66 6.8 21. 949 (1∞) 11， 101 (50.6) 5，498(25.0) 3，印7(16. 4) 498(2.3) 1，245(5.7) 503 
ol 9.3 28，279(1凹)12， 469 (44.1) 8， 435 (29. 8) 5，073(17.9) 臼5(2.3)1，日8(5.9) 1，389 
68 11.6 33，567 (100) 13， 151 (39. 2) 11， 183 (33. 3) 5，861(17.5) 1，350(4.0) 2，022(6.0) 3，274 
69 12.8 35，807(1∞) 15，685 (43.8) 9，782 (27.3) 6，151(17.2) 1，695(4.7) 2，495(7.0) 4，115 
70 15. 7 42，3田(100)17，639(41.6) 12:510(29.5) 7，凹5(16.7)1，758(4.2) 3，363(8.0) 5，031 
71 14.6 40，325(1凹)18，619 (46.2) 9，332(23.2) 7，071(17.5} 1，817(4.5) 3，486(8.6) 5， 9~6 
72 17.3 44， 762(100) 18，667 (41. 7) 12， 523 (28. 0) 7，922 (17. 7} 1，878(4.2) 3，771(8.4) 8，076 
73 34.1 52，280(1∞) 22， 539 (43: 1) 13， 313 (25. 5) 9，155(17.5) 1，708(3.3) 5，565(10.6 12，094 
74 36.8 47，6回(100)20，9四(44.日)11， 469 (24. 0) 8， 306 (17. 4) 1，209(2.6) 5，650(12.。13，580 




ウエイトを増し、この 10年間に28倍という J.~ b'~的な仰びを示した。しかも、その
出極情此が大きく引じしたことが特型的である。60年をみると、ひのき同36%、

























































簡は7:liドに 34.1{立ドル、5，22871m J.に述し、愉入国は70b.l主|を上回っている n村
崎構成ではラワン材43.1%、米材25.5%、ソ述村17.5%、ニュークーランド材3.3
%、その他(主に新南洋材)10.6%である eしかし、このような全体的な増大傾向
も、米材では68年以降W 1J悩みを示すし、総世でもï3~f. をピークに大rþfl\ に減少し
1i j;1 
























要になること、および丸太・製品とも {Jj品げを慌械化・省力 i~ していくために
物資月IJi!J:m 1早期が摂酬の対集にな 1)、東京・新制・和歌山・小fri兵などのi自治
で取り上げられた。またこのようJ な港湾整備とともに、虫志木を水際で防ぐため
に刷物~Jj控体制が強化され、刷物防疫所・が設配された措は、 60i!:' の 22謎から 70if三
















高資度化金金額 自己資金 市中銀行 中小融企業商工中金他な
その他
金公filIどその
清水 81，554 ~， 957 一 .18，520 22，750 14，327 一
(伍年) (1凹) (31. 9) (ー} (22.7) (27.9) (17.5) (ー)
境港 72，714 19，757 17，727 6，部O 24，850 3，5羽 一
(64年} (1∞) ('l:l.2) (24.3) (9.4) (34.2) (4.8) (ー)
広島出島 112，曲。 34，5∞ 27，100 回，凹O 一 7∞ 30，5凹
{臼年) (100) 。0.6) (24.0)‘ (17.7) {一) (0.6) (27.1) 
Z安井 34，930 5，196 6，002 4，800 4，8∞ 11，732 2，4∞ 











輸入量 19日年(総鈎入量 1，591) 1973年(能愉入量 4，9回)
200万m~- 東京(288)，名古.!R(203) 東京(455)，名古A.(350) ，大医(265)，清水(252)















































71年版)はr69-ïO :ff..の総抽出の 21~J 以上、陪械金属輸出の5F;llEl-kを占め
ており、69~70年のわが凶の対ソ迎向け輸出の好調に大きく寄与した j
( 1】.277)と指摘した。




























































1 安宅産築・ 2，316 731 
2 日商岩井 2，∞9 1，102 
3 丸 紅 2，201 884 
4 日t羽曳業 1，391 1，337 
5 三井物産 2，182 819 
6 トーメン 1.685 869 
7 三菱商事 1.379 1，217 
8 伊藤忠商事 1，851 752 
9 住友商事 1，066 723 
10 兼松E商 1，319 309 
11 新組J!! 1，147 670 
12 住友林業 829 610 
13 日比貿易 1，245 108 
14 日本海貿易 一
15 ユアサ 784 16 
その他を含む合計 26，789 12，920 
各材上取位怨い
10社シェアー 日.6 70.5 
取扱商桂数 123 77 
















































































荷体制を確保 Lている(例えIt、安宅産業はエパレ γ ト、トーメンはユレ方、伊藤





















商社名 流通基地(面積万m2) 主要関係会社(資本金 100万円a 持株比率)
三井物産 衣而(16.5)，大医南港(10)， 三井木材担材センター(55，60%) ，三井木村工築~(400， 
千葉(6.6) 100%)，物産衣浦木材セγター (50;90%)，三井林業(105，
100%)，三井南方林業(60，95%)，坂臨材木庖(21，45%)
三菱商事 千葉(13)，大匝南港(13)， ダイヤハウジングセンター(25日， 50%)，タ.イヤハウザー
衣浦(6.6) (100， 10%)，グリーンハウザー(2∞， 31%)， ダイヤフ
オレスト(600，100%)， ~館プライウ y ド (60， 17%) 
丸 紅 小松島(16.5)，八戸(10)， .福土木材(1凹， 30%)，丸本産業(50，100%)， 丸紅木材
新湯東港(6.6)，衣00(3.3)， センター(50，1∞%).丸紅材、業(60，100%)， 丸紅製材
酒田(3.3).半田，秋田 (30， 100%) 
伊藤忠商事 大医南港(8.2)，袖ガ浦(6.6)，川合材木信(30，58.3%).伊翠忠珪材既記(400，68.5%) 
衣if(6.6) 南港木材却顕(5，90%)，柚ガ柿木材.u;t頭(5，1凹%)
伊藤忠林業(40，100%)，三興プライウ y ド(1凹， 90%) 
大理工業(4，292，26.25%) . 
日商岩井 柚ガ浦(20)，毛木(10.6)， 東林(70，60%)， 1l恒産業(3D，62.5%).鈴忠(80，43.8 
束三河(7.6)，衣桁(5)， %).竹原工業(2凹， 50%)，畳括合仮工業(1田.50%)
新濁:m港(1.5) 








品 E 1971/上 71/下 72/上 72/10-73/1 
J品二L事 計 6. 27 9，田5 10，506 18，423 
羊 毛 464 1，329 1，362 1，048 
毛 糸 1，117 1，038 1，482 1，086 
綿 1E 242 629 495 143 
Ml 糸 444 726 645 678 
生 糸 6. 753 770 716 741 
大 豆 ム90 172 914 ムl回
木 材 ム 1，451 4，431 5，712 14，915 
注:1) r売却益」は包利益(蛤入品の場合ItCIF箇倍と底究箇倍との;zを計上している)であるが.会社の助
定観刷によ司て， :ft/lll科，ヲ 11な指揮苧の取'ìW'いが呉なり， ζのため商社ごとに計算芯毘が~うことから
土足。故字は一応の試拝である.




社 名 採式売却益 木材部門利益 商品土地増加盟
三琵商事 6.8 30 1∞ 
三井物産 0.4 55 47 
丸 紅 21 54 50 
伊蕗忠商事 18 34 l凹
日商岩井 7.3 28 6.5 
住友商事 3. 7 集計中 33 





住)5.北田芳治・谷/JItIffi天「総合商社j 新日本出版社 1974年 P.62-問。
6.安宅産業緬「安宅産業六十年史J 同社 1968年 1).iOt{-i09o 
7.住友商事組r住友商事抹式会社史J lu]社 19iZ1Fp.603-604巴





























19回年 1.997 95 
61 1，561 164 
62 1，863 98 
63 1，996 126 
64 2，053 119 
65 2，109 159 
65 2，077 229 
67 1，963 275 
68 3，213 557 
69 3，868 665 
70 5，458 904 
71 16，653 858 
72 18，125 2，338 
73 12，426 3，497 
74 14，152 2.396 




































日 本 アメ U カ 西ドイツ
品 目
62年 72年 62 72 62 72 
肉 担 1.7 6.9 16.6 12.8 14.6 15.1 
安 7.0 9.4 .0.4 0.0 7.9 5.3 
とうもろとし 11.8 16.3 0.2 0.1 7.0 9.2 
羊 毛 18.3 30.6 10.3 2. 7 6:7 8 1 
品官 7E 17.2 20.7 0.9 0.4 8.2 5.6 
木 材 13，4 31. 2 18.9 12.6 9.4 5.7 
鉄 鉱 石 26.1 41.1 26.6 13.4 24.3 15.8 
飼 7.0 22.0 15.1 9.9 17.9 17.4 
t昔 4.4 8.0 32.4 18.4 15.8 15.8 
亜 鉛 3. 7 14. 7 30.6 25.8 14.1 13.0 
ボーキサイト 3.3 12.9 37.2 28.7 11.2 13.3 
路 9.0 18.1 33.6 32.3 9.4 9.5 
ー プ ケル 4.2 12.4 42.1 29.9 8.0 8.5 
石 民 8.4 25.8 0.2 0.1 7.9 4.9 
原 油 7.3 13. 7 15.2 13.4 6.7 7.8 









FA0-Pr吋uctionY回 rb∞k.Trade Yearb∞Ik， Yearb∞k ofF口rest
Products. World Energy Suplics. 
出所:通産省『通定白古」総or.昭和田年既による.






















ークスの合弁1" 1 タイ・テンバー・インドネシア J0007j ドル、 70 11三)などカ (~Ji業
を始的、n年3月現在インドネシアで間活卒業を実地中のものは日件にのぽったー
そしてこれら IJl売による輸入は、7011:"代半ばには砕j洋材輸入の約1u1Jに述した。

















1972年 3月末 76年 3月末
地 京
件 数 金 額 件 ~ 金 額
北 米 14 208 23 223 
中 市 米 1 。 27 1国
ア ジ ア 35 17 169 107 
太 洋 iH B 37 22 76 
ア フ 日 カ 一 一 1 。






















は三莞i商事とともにカナダ白 C州政府から 131梓 1~掠権を与えられていた現地企
業クレストプルック・テンパ一社との合弁会社を設立し、翌68.11-'-末から BKP
工場(日産 450 トン)を ~1Jかしている。その後は十条型紙が同じくカナダで68 .1f-に
合弁企業フィンレー・フォレスト・インダストリー社を、71.11とには王子製紙は









日本側企業 相手国| 現地会社名 |也年 可I 業 |日本側引取条件
アラ見方バJレプ U.S. Alaska Lumber & 1953 DSP 大部分引取
Pulp Co.， Ltd. 
本州製紙・三富商事 Can. Crestbrook Forest 1967 N-BKP製材 30-40%引取
lndustries Ltd. 
十条型民 Can. Fin1ay For白 tIn- 1968 RGP製材 1/2引取
dustries Ltι 
大昭和製紙・丸紅 Can. Cariboo Pulp & 1970 N-BKP 1/251取
Paper Co.. 
山田国策パルプ・王子製鼠 N.Z. Carter Oji Koku. 1971 TMP製材 全量引取
saku Pan Pacific 
'Ltd. 
日伯紙・パルプ資源開発 Braz. Celulose Ni凹・ 1973 L-BKP造林 1/2引取
(基金外19社共同事業} Brasileira S. A. 
大昭和型揖 Can. Quesnel River Pulp 1977 TMP 1/2引取
Co. 
十条型紙 U.S. North Pacific Paper 1976 新聞用紙 1/巧|取
Corp・









北 米 6 10，708(100) 2.1 26.5 71.3 
中南米 3 1，754(100) 57.1 42.8 
アジア 29 735(100) 29.0 23.1 47‘B 
ヨーロ ':1"ξ l 7(!∞) 1∞.0 一
オセアーア 5 17，385(100) 36.2 2.4 61. 4 



































現地合弁会社 日本{別会社 事業地名 主要笛1.f1i 面罰 他年杭度ha 
王子マレーシア組林(綜) 王子製紙 ジa:r.-lレ淵 カ日ピアマツ， 451 71-75 
バロ一地区 メルタシーマツ，
ユーカリ，メリナ
大昭和マレーシア 大昭和型紙 セランゴール地州 カ日ピアマツ 23 71 
木材工業有限公司 ラワン匡
S.E.ん造林有限公司 M ジョホーJレ州シγ ユラピァシュマツ， 110 74・75
バン・ワ・ハ地区 カリ アマツ
シャ'リカ(ッ抹ト， . /ξカウ・ M.D.I. サバ引1 カリピアマア 83 74・75
→I}-/~ サンタ.カン地区 .76 
-セγコ司 山陪国策パJレフ. スラウエシ島リ アガチA罰外 110 72・73
インドネシア(綜) マリ地区
ジヤント(徐) 本州製紙 バプアエューギニ ユーカ Vffl 50 74 
アマ，:x.ン地区
.ステチンベF ・ 山師団策，..:.，レフ. ユューブ日テン島区 ユーカリ罰 137 75・76
ランパー(株) ホスキYA地

















い社会資本の控備)に融資を行う問問として、政府は WI際協JnIi柴 l~i を充足させ
tuh 

















14.吉田忠f苗政経抗の流週間近.1 ミネルゲァ井町 197431:'p.148o 
15.名村二郎「海外林業協力の今後の誹題.lr林業技術j日本林業技術協会
1976年5月。




















『カ-をE取記f特:午}している o Iド耐向耐h可j 企菜業斗のむつ諜林需 f町杭f氏i はおのおの 2.5{低立 rn~自n 、， 3.i {低立由m~ にの
i世zつており!Gヘ、2叩0数





出河川に沿って議林を広く J~í い l!i める企業が此われた。結く 1SGOJj:.代には、述邦
政府から鉄道敷設のために鉄道会社に拍組の土地がlut与され、また同部にIJU先
ム，:1ー 凶器林ノジャーの州出
乃-"bン 一一一三企司f.1;L__. •. ・ ;え I}.:主 1 1'.朝、 ~..I :fl~j経!捷 .JstiC)1純f何一期制拘，{j三 f守苅-:7、(177υ 
わや7・ (本材明達争入時五日) I (川柳餅幻 (/1抑制 (7予・ J-zM配 J説肉1訓引抑制査骨髄 j¥"I-7" 糊紙
話λ イ〉タLt? !J1Jレゴプ~~- (l'JI?J I 4t/{-OρMs.ZF1・晶 7/Jpb 422/7P'JSト'J 2Jd .f/t"oOpLJ・8- /Or，F同'ozfサー 1.1 /(J I / I  
67 ウエ7二ゆ性一〈少。) 1 ;!，7i7 ..，(7.7λ _ J，t!μ 1';;-65". 0，叫 ~ tJ 17 I / S-!:2 I 6
s.J j ;-~~-}'y八%引/仰 t，!.j(t{):i._ω .1r fL tJ({. ，1 J，ttT?..(ω 
/.2.? ゼ斗~~スてー/ι(/171) λ~3 /l 0 ( 3';l) μ I / 1 J， 11-/ (.2 i?) 1 r;.，3 J 1 I Iタ (1) タ i J ー
Jt，i 1 f'\':;.~わ
.26.3 I'í...-~.}-"'"ン・キ十 1 (!l1r) ， I J6P. (76) I . - ぇ，70S(一J ー タ?'" (1) I . /0 1 
//1 削λ叫干ド C(I.ij) λt"IJ._ _(ヲp).1 /， ?tJJ λ60'8" (λ?-1) μ 2J I 6 ..) !. 6， I t 
/6'1 l;z叫吋十間刀 1，7)5 仰/，.222 1 /，，.~ d α州内作 ;culノ5" /0 1 
//S 1-7ラヤン・ピラ){.，J¥(川 0) 1.2，f .s-6 ( 7!) I .;，j Iρ ρρえ はどマノ /./).I.I t ().) s- 戸 ， 
Jλ.f I.:L =-/fシ・恥η.((8'7り メ1'7). (Jv_1 _2/10 /.6 3'O_L-) I 36 I (1) | /1 l d' 
m所:tì:1 9の 0 ・ Lau~;hljnの論文等から作成。
il: )林地WJl1i加の担制不lリL庶民・ランキング・は、古，.~来日j 型 N ...アメリカ・カ
ナダの製材RKHE71;、針3忠則合板』国内位制1能力、パルプ・紙・脱紙一・アメリ
カ・カナダにおけるi投制l11t5)J て勺J~ L t.こ。ただし、針詰問介似の剖弧内の故字
は.1'.助教でランキングイ:!リIu 
戸噛
? ? ? ? ?











ショナル・ベーパーは 19113f-にケベ γ ク州でセント・モーリス・ベーパー(
SL. Maurice Paper)を買収し、25年には子会社カナデアン・インターナショナ
ル・ペーパーを設立したu またクラウン・ゼラバックは1915年にBC州に進出





















KrafLUに、デン?ーク資本のイー λ ト e アジアテ，:，.?が Tahsis社に、フィンラ
ンド資本が EurocanPulp and Pulp社に資本参加した。州政府は進出企業に対














































































ている。設に“ Inve~lroent Reseurch"誌(1978.8.28)は“1・hesa!c o[ expott 













主要伐提事業地 3 7 18 5 4 37 
販売用パルプ工場 l 6 l 8 
製紙工場 3 4 
桓紙工場 2 2 3 l 3 11 
‘コシテナー抵器工場 9 14 7 2 11 .43 
カートン工場 2 5 4 1 1 -13 
製材工場 3 4 11 6 25 
合単車・ドアー工場 5 7 7 2 l 22 
パーテクルボード工場 l 2 3 6 
ハードボード工場 1 z 
サービス・流通セ γ ター 29 18 15 1 63 
服売営接所 23 27 5 5 82 
注)"1972 Annual Report"から作成。
外 ~I:.~g を行ってはいるが、海外資産は全資政の I~%、そこからの収益は全収益の










「一企業ゐ一一 三与 Fト日反危』 L~卸留ι|一期件埠|刻印ー蕗I!?"| 銭安371 鷲員会2，~.l η割引の普l呂|局 n智唯
L主9~tx，J!~.: 丘二l士一 一 z一一|一一一-'_~.I ーは-1一一一一L~_ι
一~5:zfi人;JTil-二二l二三三r2)' -\三二I='.~~~-
JFtl虫色-ー し主任ー し一一一一 7(3)Lー しI? I一一
¥_7竹んゼラドヮハ 1. -. _ . .1_バー 1---- ーし一一1.~-:2e..-'_ぷ-
p トしな:ペーパー 1-1;. -.1_ .---1.-. /仁L.-)-l_l_~}!-1ー /♂
t: ___ _ _ _ 1. _ー・ 1_ _ $"， _ L~__ 一一|一一一I-./~.._- ー
i-~)t')=:， J}-:.7 -' _1. 一 1__37L-.-.1 ，..- 一一-I~J--.L-f?-I.--f~，
l λコ可ト・ぺP パー I ~S- I 1_ /t I I? 
出掛:住19の HullinaLionalCorporaliolll:>から D資料の出所は Unilcd
NUlions EconolIir. lnd Social Counci 1， Trunsllulional Corporulions 
In WorJd DeveloprncnllI9i8)，p!l.294-304. 
ii:)l. 5%以下"2.推定u 3. ヵナFを除く L
.i.i;i 





地を航極的に持つようになった。Wi1 1 iamG.Robbins;Lumbcrjacks and 
1.('8 i s 1 a lors.1982， p.246. 
18.1911:I!:'アメリカ政府は、カナダからの新聞川紙の愉人l均脱を雌脱し
た。このことがアメリカ資本のカナダ進出の契慌になった。
19.The Pulpund Papcr Induslry of DritishColu!Obia， Apf.， 1965， 
p.10.本羽はこの文献のほか Pulpand Paper Dcve!oprn~ lI Ls in Urit-
ish Co'lumbia. Nay，196G. Mira Wilkins;Nullinationa.lCorporat.ions 
EncycloJledia of Amcrican Forest and Conservation lIislory l8S3. 
Jay Q'Laughlin & Pall V. EJlefsoll New Diversificd ElIlf'unLs 
Amons U.S.Wood-Uased Companies • A Sludy of Economic SLrucLurc 
and Corporate SLrategy 19日2.によっている。
20.Ralph W. Hidy， Fr叩 kErnesl lIi 1 & Allan Nevins ;Tirnl】erand 
Men--The ~~eyerhaeuser Story， 19GJ.および各年の AnnualI{eporl" 
2.1. Fortunc ，Aus. 24，1981. 



























3.3 1Z2τl 之.8" .2.1 2.7 
01 
/')51 必 70 7t-年















































成比をみると、67年が[1 ]27%、[U JlS%、LlI]30%、[XJ20%(政 1)はその他)で
あったが、75年には[1 ] 19%、[目 ]16%、[1.137%、[X]26%と変化している。こ
の聞の変化の特徴は、国・公共時間のウエイトが高まったのに加え()くの拡大)、
①靴後一貫して進んできた担材経営と伐出経営の分業化が-J日強まったこと(1 


















2、 2 17 ， 22、 26 、 ~O ~ 
者
1 ~~， 1、1、12、 1:C
世林~.


















































傾向をたどってきた。且1ち、原水は 1954.~f.の 1497im J から 61 年の 592万m J に、杏
句に 68.<1~ には751 万mコへと、この 1111 5 倍を上回る ~1l;大を示した由一方製材品は、


















































































1954 61 65 68 n ;5 80 
総 政 1，485 5.918 6，624 7，507 7，289 6，975 8，507 
北海道 8 30 19 5 1 
京北 163 ZZl 255 298 283 424 
関東 258 570 768 992 794 日73 955 
(首都国) 21.0 221 210 267 
(その他) 38 349 558 725 
北陸 J4 21il 317 283 252 235 250 
* 1梓 352 .1，517 1，529 1，558 1，637 1.380 1，590 
近世 505 1，619 1.437 1，774 1，330 . 1，379 1，393 
中 国 38 602 1.004 1，022 1，021 1，614 2.142 
四 @J 148 418 459 535 674 





表4.，.2. 1醍先金額加にみた原木市先r!iJ品(J 96S1f-) 
|脱完全制 i! i，品数 l血t&村山 平均
10m:円以上 53 2，307千M 44千m'
5 -10m:円 89 2，153 24 
1 -5 1.0:円 242 2，790 12 
1m:円未満 89 257 3 




























































1965 7z 75 80 
数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 
総I 数 774 (l00 ) 1. 7 1200(155) 16.5 1365(176) 19.6 1642(212) 1 q.3 
北栴iE
東北 66(100) 29.9 105(159) 35.2 220(333) TI.7 221(335) 52.1 
関東 135(100¥ 17.6 243(180) 30.6 248(184) 28.4 317(235) 33.2 
北陸 62 (100) 19.6 51 ( 82). 20.2 54( 87)23.0 57( 9Z) ZZ;S 
}f~ ìf~ 60(l00) .LO 68( 113) 4.2 75(125) 5.4 79(132) 5.0 
近謹 28(100) 1.9 51(182) 3.8 63(225) 4.6 68(243) 4.9 
中国 liO(100)16.9 259(152) 25.4 259(152) 2S.1 287(169) 26. S 
四 国 B5(100) 18.5 148(174) 2.;， 0 195(229) 28S(3B9) 
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3孔.r水材T市H売市場の動向lにこl閑閑するf詳淵再胡，1:茸花J 林E野f庁林産詔諜!1965年 pι.26印6. 




























































































7.5-22. 5 kw 20 29 
長
22. 5-75. 0 67 53 
75. Ok¥v- 13 
E十 10日 100 
エ 動力出力量(I.:w) 48. 0 55. 1 
拐 素材消費孟(千m') 2. 59 2. 56 
平均 従築且盈〈人〉 7.3 10.2 
泊L 員体省『木材需給報告書』から作成.
表4-6地域別梨材工業の宅袈指県(65年)
又¥ 階周別製材工場武 型力材出用力動.~ 索材入荷量〈百m')lM~lif5~13M~1750~ |外材|国宜材E十 2. 5kw I 37. 5kw I 75. Okw I kw (I.;w) E十
奈良市 26 15 9 l 617 18~ 36 148 
大和高田市 B 2 2 4 一 253 114 20 94 
大和郡山市 6 5 1 一 一 99 12 1 11 
天理市 12 3 7 2 348 68 。 68 
担原市 24 9 9 4 2 回日 476 138 337 
桜井市 118 27 47 33 .11 4.971 3.817 554 3.263 
主条市 34 5 4 22 3 1. 593 739 92 
御所市 13 6 3 4 ー 341 200 5 195 
添上郡 { 一 一 ー 一 一 一 一 一
山辺郡 9 B 1 一 一 116 14 14 
生駒郡 10 8 2 一 一 182 36 18 18 
臨捜部 9 5 4 一 184 48 ー 48 
宇陀郡 39 25 10 3 887 621 4 617 
高市郡 10 5 4 一 一 153 40 2 38 
北耳掠郡 16 5 5 5 一 452 326 28 298 
吉野郡 123 52 40 30 l 3.405 2.563 110 2.453 
(吉貯町〉 54 16 23 15 一 1.592 1. 220 45 1. 173 
伏淀町〕 26 14 5 6 1 784 840 34. 806 






























































































12j25375 力出力政計2.51:-37.51::'7. oF5. 0 
年 kwt kwt kwt kw (k¥v 
75 21 22 25 7 2，970 
118 27 47 33 11 4，971 
164 61 57 31 15 6.452 
174 30 55 62 27 9. 169 
12 9 3 一 一 218 
24 9 9 4 2 836 
28 7 13 6 2 1.004 
72 37 3 14 13 7 1.865 
注.前夜に悶l二.
表4.;..8{j~良県内における桜井・吉野市I品の位置(シェア}
1195昨| 55 68 
工場数桜井i 38 
ー固f~f 19 20 17 
動出ー 力笹井I321401 45 力政吉野 21 I 16 15 13 
紫材入荷桜井 36m|46〈44〉lJ47ω|54ω





























2，630 4，087 4，292 5.7叩 7，382 6，010 
桜井市場 2.493 3，316 3.600 3.750 3.438 2.531 
5% l!l% 16% 40% 53% 58% 
2.400 2.365 2.059 2.165 2.033 1.810 
吉野市場 2.370 2.320 1.9回 1，903 1.611 1. 525 



























































り、木村 lW't'] の目If(;判な増大および後背地の ~~ärな貸出とその u目先によって 1950
年代末までに 11~眼的に完成した。この WH辱丸生庄の低下は者しく、 48年ï.S-J )L、








!と52137ij7 カ 貝殻年 E十 22.51::37. 51::'75. 0!5. 0-kwl kwl kw¥ kw (人〉
58 23 - 29 6 一 1. 389 
吉野 63 5 
57 16 27 14 一 1. 669 552 
54 16 幻 15 一 1.592 434 
町田 50 11 21 18 一 1. 645 384 
72 59 18 20 18 3 2.203 393 
淀大町5t|l s6o 3 5 
26 12 7 6 1 752 
30 14 8 5 3 1. 003 402 
26 14 5 6 1 784 370 ， 
68 30 17 5 6 2 952 275 
72 33 15 10 4 4 1.094 209 
注.前誌に同じ.














































































































v;i<伏 8 一 稲足 稲足 (1切0〕一本当
14 23.5 京木稲足
東(j毎木布〕( 60~印2 17 22. 0 京木祖国 11 
100-150) 
3 20 22. 2 東木稲田足場 ilIl1t 70-100 。
4 24 23. 5 足場
(250-300) 
足易 300-500 且 1
5 29 22. 3 足場小丸太 (550-印0)
小丸太 石当
E 35 22. 0 小丸太匹丸太 2;000-2.500 
42 21. 4 小丸太中丸太
(5. ODO-6. 500) 
7 中丸太 " 
8 50 20.6 小丸太中丸太 2. 70D-3. 500 (7.500-8.500) 
9 60 21. 3 中丸太大丸太
大3丸.太500-4.500 
H 
20.0 大丸太 00.∞0- ) 
注 ω rJI上討の休業1(196"2年度).川上村蕊也.をもとにしている.

























































出 荷量 1| 〈2591千0mMつ!(l 12~千00mZつ
〈材紐別〕
i (tき割2 13 7 33 45 ひき角担 39 32 
'τ の 他 15 16 
〈臨死先)
自 県 14 7 
d
回"'" 都 回 お 57 
近住田て自県除o 、53 35 
中立国(霊知技阜〉 2 。
















































































代市i易構造の理論j新評論 1968年 P.227 -229. 
11. 1935(昭和13)年制査のさいは、;!JEf町にメL錨工場19(従業11]68人)があ
り、年間71，400rn3を挽いていた。またJri=木場進出企某・の計回によると、原本













































区 分 古島木村問地 宇品木村団地 出品中小企~r:nJ也 廿日市木村田j也
1苛 Z正 j也 広島市古 Á~ 町 広町市 1: ，~ ili m r.，~ uf 1主I白cr.1'日i1Elf 宇品町木H';
A 戊而 m 20.000主下 20、000士下 30，000主下 18，000主干
i住出企:1~ t'{ 22 t 16 !t . 42n 131t 
団地IE成のf骨肉 旧j[Cm J由の伝挽 港湾民仰の 中小企誌の育成 水面貯木坊の初j
ft {r: (J.'Ë. ~t) ;:r.(段立} 率的活mu'l'o立)
しゅん工年月 33.12 35.6 39.6 39.9 
r.iJ 発主 H: 広島県 広品¥'，l 広品県 広品目L
出所:広島県林器部調べ。










































年度 神u芋材 米材 N.ZN 
1955.i 139(S~l.S) 27(16.2) 
59 392(63.6) 32( 5.1) 81(13.6) 
60 774(62.5) 142(11.5) 253(20.4) 
61 1443(16.6) 1176(38.0) 392(12.7) 







ー， ，? ?、 ， ，
















64 2646(44.6) 29HO(49.9) 329( 5.5) 
65 3929(51.2) 3388(44.1) 359( 4.7) 
6 4802(48.8) 4559(46.3) 4S7( 5.0) 
1695(43.5) 5324(49.4) 757( 7.0)局
4418(37.9) 63S1{54.7) S12( 7.0) 
5794{44.9) 5S37(15.6)1177( 9.1) 










' .l. ( !可













116G9( 1 00) 
12903(100) 
12479( 100) 





























商社名 目的実業 日商岩井 トーメン =菱商事
販売量 1915 . 1329 1266 . 12.49 
販売先 1社 li杜 8社 4杜
広島興産(42.2) 住lli産主~(25.7) 日垣木材(44.3) 山昭木材(60;3)
主要 |住辿産業(21.6) 山田製材(17.3) 広品興産(38.2) 日垣木村(38.0)
販売先|津田産業(10.3) 津田iW業(13.7) 丸和木材(5.6) マルニ木工(0.9)
山陪防腐(7.7) 今回材木j占(9.7)津田産業(5.2) 住旭産業(0.8)
新晃木材(7.4) キリン木材(5.7)光進木村(2.4) 
5社合計 89.2% 72.1% 96.2.% 100% 
出所:広島県林務部資料から作成。
表4-17荷受業者の仕入れ先剖合(1970年)
荷受 取引 数量 主要取引商社(仕入間合%)
業者 商社数 100mJ Ll:位3社の刻字ト%]
広島興産 6 2632 日制H30.i)新担川 (26.8)丸紅(22.0) [79.51 
住建産業 5 1247 日綿(33.2)自i{tl(27.4)三井(23.0) 【83.6]
山陽木村 2 814 三:長(日2.5}目的(i.5) [ 1001 
21!国産業 7 797 目前~(Z4.7) 日n's(2.2.9)安宅(21.9) [69.51 
キリン木村 3 784 住林(52.5)丸紅(37.8) 日l荷(9.7) [ 100] 
広島外材 658 伊iE長j品(100) { 100] 
日坦木材 2 585 トーノン(96.9)丸紅(3.1) [ 1001 
小野繁商肱 R 567 浅野(55.3)王子(37.9)住i苗(6.8) [ 100] 
四日本外材 3 492 二淀(96.6)W雌Jむ(2..4) 日比(1.0) [ 100] 




















tI:.トーメンをメイン lこ 6[担社と血引をもっている。 tì:i!.!産業は日まfJ~実業・日 l荷
岩井・三井物産をメインに5社とl用保を保っているし、7杜と取引が最も多い沖
田産業は日新i実業・日 I{百岩井・安宅産業の主張3社からの仕入れが7割で分散的
である。これら 311 は l商社との関係においてLt~史的‘独立的・であるのにたいし、
.j~の荷受業者は取引 l両社が1-2社に限定されている。リi内の大手米材型材工場
キリン木村は住友林業と丸紅の2社から9出lを、南洋材問屋の小野繁次商l占は浅





























荷量は60年の 89.5万mJから、65年は 79.0万mJ、70i匹は 48.l'rJ m Jと縮小し、一方
外材のそれは各12.-77im J、92.]万roJ、221.2"}jmJと附加した(表4ー 1S)。
このようーな特徴は広品il内の製材工場に典型的にみることができる園田-6831:"
のI1lJに小説間・ r:IJW]J出は 4分の 3になったが、75.0KN以上の大組限j百は逆に1.5
表4-18広島県の型材工場の指楳
工場数 平均出力数 素材入荷量 1000，日(%)
(大型工場) KW 1-、1、;l!- 国産材 外材




575 42.3 1711(100) 7S0(46.2) 92l(53.S) 
570(49) 59.7 2448(100) 595(24.3) 1853(75.7) 



















































A工場 10007i 1司 181立円 12.9名
B工場(前述S) 1200 13 106 
C工場 2000 15 95 
D I.J;品 k 3000 120 



















l:t 1~1 ~j'[ した。特に京浜地区で開拓した ïli場には組合日が í((按 l脱光するようにし






































から 70年の4 t 826万人に ltOöS万人もよ~I加した。この大櫛rIîへの人口集中を官本
諒一氏は|わが国の大都市悶は金融Z五日目制の司令部のようになっており、全聞の
官が集まり、企業の事;皆l貯が ~~f!l ・.m qJ し、それにともなって、人口があっまっ















































@し担 L:.. ，~~H一生産jIIやt流通::1itø;:.明大:にーとーもなー勺で直接取引型:の宇一正 -7 は，í白下









































































住)1.古本山一f地域|ji究はこれでよいか.I(む波新 ;1:)19n.i下 P..1-5. 
2.稿本以P)L代向業学 ミネルゲァ主席 1971年前51'iによるところが






報告 3!けによると、製材工場→ lι接 ír.l~ *í'の流通 51が56%であるが(ij出)、
こlの3剖近い16%が大日常説者向けになっている。
t u i 
部2節 木材商業のfiY}造
1.構造的特質


























年次| 3| ? ??? ??
???????? ??? ??????????
1956ip 19，454(100) ， 43.7 56.3 3，947 37.8 
58 1，285(100) 45.2 ‘ 54.S 4，026 35. 7 
60 14， 116(100) 42.3 57.7 5，350 37.9 
62. 13; 700(100) 44.3 55.6 5，138 37.5 
. 64 13， 799(100) 47.0 53.0 4， 735 34.3 
66 17，005(100) 43. 1 56.9 6，367 37.4 
.'.68 13，848(100) 51. 7 48;3 4，250 30.7 
. 70 13，508(100) 55.4 44.6 3，696 27.4 
注) Ii'両業統計表』から作成。
表5-2木材由届の聞広致(過去5年1m)
年 次 商庖数日~I 聞庖数 % 
1964年 9，064 1，424 15.7 
66 10，638 1，88，1 17.7 
68 . 9，598 1，568 16.3 
70 9，812 1，378 14.0 


















































































本村センターのシェアは木村肱先:"{k.・者(lf )の 5分の lにすぎなIt'nしか Iし、 1968
-':72年の販売世の 1ql ぴをみると、木材版子己主者 (~p)が30%J泊、iIi光市場は10%
唱に満たないのにたいし、木村センターは63%増というずば抜けた商きである U





(従諜喜)! 19印年 70年 商庖数の増誠 阪売金額
商庖数 |販売金額|商庖故|販売金額 (増減率%) の仲び%
計 14， 116 (100) 414，409 13，508 (100) 1，790，332 A 608(ム 432 
1.， 2人 5，363(38.0) 21，302 3，451(25.5) 54， 739 6 1，912(ム35.7) 257 
3..，.4 3，541(25.1) 46，658 3，744(27.7) . 165，141 203( 354 
5... 9 3，619(25.6) 117，638 4， 188(31. 0) 410，684 569( 15.7) 349 
10-19 1， 184( 8.4) . 107， 105 1，509(11.2) 411，096 325( 24.7) 384 
20....29 22Z(1. 6) -35，237 342( 2.5) 200， 341 115( 569 
30....49 120( 0.9) 34，023 179( 1. 3) 259， 738 49. 2) 763 
50....9 50( 0.4) 26.559 82( 0.6) 210，752 794 








1所H推数 I 版(先A)日 l~り~J服1業売所量当 I所F提数 I 版(記B)且 I~り】j販I柴売田且当 B/A 
出村工場 22， 327 38， 050 1. 7 22， 459 44， 234 2.0 116 
T!i克 jJj担 229 5，982 26. 1 263 6;507 24.7 109 
木村センター 16 1，158 25.2 57 1，884 33.1 163 
木材販売染者
(可J) 1，250 6，801 5.4 1，591 8， 778 5.5 129 
1 
'・ (乙〕 "8， 971 14， 906 1.7 10， 239 18，040 1.8 121 
注)Ii'木材流通t13過報告e.!lから作成。
去5-5版完全額組際加盟材品の版光






....1百l十E円 29((728a10〉5，982(〈f100〕) ) ヤ)6アj19 .3) 21 .4 145.361) 〉 230.4 1~10 1600〉) 〕2，02733.9 166(63.1) 1，711(26.3 
10億円~ 50(21. 8) 3， 934(65. 8) 83(31. 6) 4， 773(73. 3 
木 材 1・ 竹1.15γ 5竹1田了。センター....1(~円 613.0110.938〉)) 2( 3.5) 3( 0.'1 
1-10 25(54.3) 374(32. 26(45.6) 442(23.5 
10[Q:円~ 15(32.6 ‘ 773(66. 29(50.9)刊 9764j
木謀材者販(甲売) 21・
L咋(63叫J〉刊li(〔噌70〕1 1591;1011877竹""'1 億円 754(6Q3) 564( a 807(50. 7) 602( 6. 8 1，.10 420 3.6) 3，51951. 620(39.0) 4，053(46.2 
10ti!円~ 76( 6.1) 2， 718(40.0) 16410.3J) 4，12347.0 
木謀者材販(乙売)....1日位1・円
7.7576.523)))6.6704.8)  ) 8，081(78.9) 7，334(40.7 
1"""'10 1，183(13.2) .6，826(45.8 2，mfO91m2254 



































出 1Titで分析した )i~~jijの三都市場の叫¥1.状態から、 1政f走は点i;til喝をr!1心にl員
Ilする流通情i丘にIJ}制され、木村流辿も点:J!(rli砧が1tび抜けた:1になった。19B:l
年の型材 l刊の入有'f:~[I土454万Uで、{;!:悶に占的るシェアはJi..1%であり、大阪の
;~ l.' 1. 
お5-6大都Jli型wi~{t( 地i!í J品の製材 11;I 人イ\:t:
単位:1000万IJ1J 
I品 6:~年 65 70 73 75 
能 政 26.131 26，295(101) 36，125(1;38) 38，954(148) 32，793(125 ) 
東京間 5，698 5，525( 97) 6，738(118) 6.986(123) 5，308( 93) 
東京 <1，5:39 4，331( 95) 4，638(102) 4，648(102) 3，lS4( 70) 
神奈川 681 693(102) 982(144 ) 1 ，054( 155) 930(137) 
埼玉 251 271 (lOt>) 508(202) 635(253) 641(255 ) 
千葉 227 2~0(101) 610(2.69) 639 (281) 553(244 ) 
民事1自 3，147 :l， 173 (l 0] ) 4 I150 ( 1 :lZ) 4，152(132) " S:l(日2)
大阪 2.249 2，158(日G) 2，687(] Ul) 2，595(115) 1 t7:.l3( 77) 
兵h1t 日98 1，015(113) 1 ， 46:~ (1 63) 1，557(173) 1，150(128) 
中京国(愛知)l，:15 1 ， 25~( 93} 2，047( 151) 2，054(152) 1， 80!:l(134) 
出所 :r本材需給報告書J から作成。括弧内の数字は 6~llf. を 100 とした折政n
:31jI 
225万m3(8.6%)、名古躍の136万rn:<{5.2%)にくらべ風悦1史差は以前より大きく































伍三訟 Gn 1'.0 
ごさ
表5-7*京市場・大限市場への型材品産地別出荷量
I 京京都 (l，OOOnl) 
63 年 73 年
耳~石z、 数 4，539 結 数 4，648 
秋 国¥ 485 日E 岡 553 
和 .l'JX 山 434 括 島 482 
百P 同 426 町和 歌 山 349 
北 海 泊‘A止. 320 秋 田 316 
上位4県の% 上位4県の% 36.6 
E 大阪府
63 年 73 &F 
結 数 2，249 主ntEr 数 2，595 
京 良 301 和 歌 山 421 
大 原 286 大 医 347. 
和 ，歌 山 257 京 良 293 












引の後退が若しい。例えば*京l1市場の月間取故武をみると、 61年の 13.S7j~lJ か
ら66年の10.27JmJまで減少し、70、71年には12万I日台に回復したものの、再び74
年には9.S万tに搭ち込んでいるし、大阪市場の場合も60年頃には年1fl90万U近


























































企業名 1965年 74 事!1!f
日栄住宅資材 62 462 7.5倍
*京木村相E J9 195 5.0 
東京新宿木材 52 130 2.5 
*京第一木材 26 83 3.2 
京京中央木材 34 174 5.1 
*京木材市場 32 72 Z.3 
丸宇木村lti売 19 96 5.0 
新*京木村商業 41 91本 2.2


























































が場所的に同J:1:として限界に l~ぃ状態になったことと、版 :/6拡張(昧 iニ外村札l也
挽製品)のためには需要位大が見込まれる地域に出l占を聞かなければならない









原・相f日原・小手r-・池公・大宮・小[1.柏の訂tII~聞外 MJ部に地j長を築 57 、また






























〉くセンター センター 総売上高 販売政世(m') 世 問屋監 @ 国産材外材 計
万円
栃木県 15 104，882 14，512 13，637 28，149 
群馬県 I 7 47，431 5，526 9，045 14，571 
埼玉県 6 88 ~ 754，612 69，557 142，901 212，458 
千誕県 2 42 465，409 63，048 47，445 110，493 
東京都 12 143 1，327，038 103，743 250，813 354，556 
神奈川県 9 71 720，301 55，834 126，346 182，180 
E十 31 366 3，419，673 312，220 590，196 902，416 
椛成比 34.6 65.4 100.。
出所:関東木村センター問屋協会迎合会調べ。
新建材売上高
































19691p 1，4-25 37，057 34，197 
70 ， 1，509 42，490 43，3sS 
71 1，445 40.，90.8 H，510 
7z 1，52. 57，078 58，121 
73 1.，4l8 79，035 78，909 
74 1，.178 67，614 65，000 
75 1，1-80 -68，893 -64，936 
76 1.185 76，548 76，677 -
7 1，150 71， 681 73，191 
78 1，145 71， 623 78，568 
79 1，111 88，423 94，980 
80 987 84 ， 5~19 
'81 912 65，849 
82 871 63，499 
83 834 58，447 

































大なものに上っているが、その品~f見および供給の夫1B は必ずしも II)J らかにされ
ていない Q iドヰ{は常者ーらが r昭和;jt1年jjE木材協辿システム設立i";向 J売却 11j~}i:"H 林野
庁)の中で試算したものを紹介するととにしよう巴
首相i聞の荊工il築物のlぷUIHtl土4，800Jiw: で、木造43%、非木造5ï%の V~J合であ
る a 地域別にみると、*点の非木i丘中が極端に I~~J く 7 訓を1::h!lっているのに対し、
他の3県(事1来川・埼玉・千葉)I土50%にltijたない。木村1i'i世の推計は、この府主
æ而杭に~町制平方メート Jレ当たりの木村印刷 ;it(jH{!iiiit) を点じて行う方法を
とった。rJj;i単位」は各相の住宅について事例的lこl肖托されており、オ(]l.(OK工法
の場合1&小は0.lS01sヘi位入;はO.25~haJ、また鉄廿呆プレハプ住宅は0.0日 -0.121
IQ ~、コンクリート来プレハブ住宅はO.021-().0::;Sm J である，こうした引例をもと
に令 ill築物の木村 i111Y16; を推;iI.することには 11.1]山が伐るが、本 ~{r~ 111' では ιυi~.位
を木造0.20m3、非本泣O.041n ~としよう。
この結*， m~Jfj 本村 j官官 iii は首都問で 520"))mJとなる oJ也J!X別には*京160万
!日、引1京JII140"J]1Il3、崎五1207]1日、千:梁100万がてーあり、住宅川i土，120万Ii1Jであるロ
一方、首揃陸|への木材供給の主なルートは、(J)国内の担材工場から入柑した悶
内挽製品(手持ち材)、@柚入された本 l主|挽製材 1111 、(:・9 来月(木場で~f:. lm される iZ挽
~~材 dill の三つがある。 0)は i 木村 í/，i給報告書jの:(f料から 550h lfI~ (~R 1it JOO '}j la3、
者|叫iJl!90万 I日、時五60 "}j1l1:'、千;ìl~50)jla:l )である"(::1)は点京都の製材~[l品の生産・51
と版 ~'i; Jìtの差とみれば、これは50万 I日 iこのぽる。残るωのルートのこ1: 体は~材の
呪地 i鬼~材 lhEI で、凶内挽出村 If11 のシ.:f..・ 7 を訴食する Jf~ で批大L. ~亡きた n ìK:材製材
1Uは小;(j製lifが2i048千[0.;、大中 fil ・ウエニーの半日 117z が~Ol 千10~楠人され、この
うち京浜地 þ( に各 1 ， 322 ・T- m コ (6~. t)%)、 406千rn J (50.ì%)が入っているが、そのうl
ち1'型付加工せずにその忠ま流;岨・ずる bのを120)jl1Jとした。この」つの 1.ー1.









































、、?? ， r ， 
点ー l~r '.、 一一一ーテこん包・土il.
3民共別材など;fl;.U同4:t. nn (160 ) E 
6 1 







































































トは国の(1)(2)(3)で記しており、前述の各システム来のシェア/J:、 1~~~J5% 、 H
型50%、UI~~9. 15% である J
住)11.安藤嘉友f木村市先ni.t.誌の現状とその役割J(林政総研レポート)林政誌
合調査研究所 1977年 p.150 問村l別注編者f木村政去と流通再編j日本林
業調査全 1976年序章。

















































でみると80年4.6.%、811f-:-:.5%と7u--79年の5%台を大 f< l'liu -:Jた駐しかし、部








(%) (%) (低ドルl (%) (%) 工戸数(%)
1971 5.3 3.9 84 A 1.2 45.3. A. 1. 4 
72 9.7 10.5 83 5.0 41. 3 23.5 
73 5.3 7.5 J 10.4 35.9 5.4 
74 ...0.2 Ar.2.8 39 • .A' 3. 9 34.9 A30.9 
"15 3.6 2.0 58 .4:14. i 35.9 3.1 
76 5.1 3.6 111 6.5 34.9 12.4 
7 5.3 4.2 203 .A.O.7 33.6 A 1.0 
78 5.1 6.9 205 1.5 31.5 2.7 
79 5.3 4.8 424 6.2 30.:1 A 3.6 
80 4.6 1.4 67 A. 0.7 31.7 A15.0 
81 3.5 l.H 203 A 15. 7 34.4 A 9.2 
32 3.3 2.9 201 A 1.8 J:J.7 A 0.5 































，-.， l~ .，.， 句、，
わが国の住宅事情は、高度成長過程でro立とも桔段に改苛・された。総理府「住宅












58 17，934 18，6.17 
63 21，090 21，821 
68 25，591 25，320 
73 31，059 29，651 
78 35，451 32，835 
83 38， 65~l 日5，248
出j苛:給地府統計局[U(:{利5831'.住宅iザGi j' ;}'，I3"t ~I!I :H速報m;il'配i米jから。
1968年以前はw縄県を合まない。
4、， ， ， 1
.司酬'‘・
市開で43.9%が ~I:木造になった。民2に住宅の所有|均係で封・ち京化がiffi んだこと
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v は r~五度成民 JYl はど j目待できない。住宅ストックの絶対泣の柏加にnい、今後の





1973年 190.5 13.9 
74 131.6 14."6 。
75 135.6 13.6 。-.3
76 152.4 ' 15.3 0.5 
i7 150.8 13.9 0_6 
78 154.9 ， 13.9 0.-6 
79 149.3 13. 7 0.7 
80 126.，9 12.，7 0.8 
81 H5.2 12.3 0.8 
82 114.6- 13.8' 1.1 







きてお 1)、・・・住宅il~:9:は年々減っていくと EJもます。 1 031~ 先で607j(;(" らい
だろうと予測され、したがって毎年だんだん減っていっても不a思議ではないJと









































































































住)2.r現代日本のU:宅改革.1(rジュリ λ ト地刊総合特:!lS BDJ) 有史|剖 19~3年
p. 63 -64. 
:i.経消企副Jyrl{1和59年度経清白井J1984年 p.51-5i固
4.1町村町l珪樹立n木材産業と流通再編.1日本林業部i在全 19i61F.出5市、熊
谷10夫組rE:l本の産業主I織 lJ 日本経前新I1Il社 197iP¥5- 出51Zなどを参考
にした。
，.) ._~， "-) 
























































































")'.' ) ~~1.)、 s
出l次「石油危機H土木村需要の拡大基調にピリオドを打った，1970年以降5年IlJ
4正年 1i.立がを上回っていた用材需~は、 753f. に 9 ， 640万 I自 3 に後退したれその徒 1
億t台に回抱したものの、811f-には9，180万In:l( lij年l七84)に落ち込み、以後凶年



















， -，方、パルプ J日材 l主 kの ïdJj 部門とはやや見なった推移をたど勺ている。 80"~rの






総数 型材用 パルプ・チップ用 合担用 その他即
197:~1V- 1，758 6，747 3，042(780) 1，715 255 
74 1，304 6，073 3，496(765) 1，448 2~7 
75 9，637 5，534 2，730(645) 1， J17 256 
76 10，26J 5，739 2，964(728) 1，294 . 264 
77 10，J85 51656 2，984(725) 1，272 273. 
78 10，342 5，756 2，960(728) 1，359 2.68 
79 10，979 6，031 3，214(772) 1;392 342 
80 10，896 :5，671 3，587(728) 1，284 354 
8] 日，183 4; 8i2 2，906(1.l45) 1，109 297 
82 9;016 4.786 2，828(674) 1，050 352 



























出 l~r石油 f6:;陪 j を境にして白山に必吏な :1iiの木材を安〈愉入できる I.f.:制は特








歴史的背設をなした。 N1 E 0の要求は、 rB W(プレトンウッズH本制を枠組み



























回 名 Jj 8.'地出 1且 M 円 s













カリフ f~':・ 7 i1/ 丸太崎山t'i tl:.也有 1~1l
'fiJ~ 大町11:rH~ a:~~ 1: 
カ ブ・ ，. プリ，-，宮古'.... 九大及び+.ず円剖i丹両
ヨロ Vピ7州全t>. 時停崎山県止
イ'lド*-;'7 ~'、. ほ L号本阻止c/ラtγ円Jt大
時m~止
イリ 7:.- ・~守ヤ 丸太U出l-~辺}.Uf崎山~~
企民〈全盛 』ヒ
品^- 埠 来住民削町の砧m~止
イ 97 'l・~1''t 九玄I~出制限
守 ν-.;'7 市マレー宇ア 丸太I:;m~，止
守バ剖l 丸太叫IIla~R!
守事ヲ夕刊l ヲ !y白丸太陥1U!:'，Il:
ヲ eリピ Y -;、- 岐 九ヨ:時IU町田
，、
''、)， 
梨花時間 院制 '1 ~ t'i回専
1111年 市主 '21イ YチF:~えるキ，'l'lE:合 u.
白川IH12時られたも円を除<.
1 I 1 >年 丸~円h るot-守 y~~ 7'リ，チlHfl.tlF:合tr.
11Z'年 早さ Z11イ γチをl'Jえる~ ，ν'lF:合む.
命町村c!内られたものtlt(• 
I > I 0年 早さI!イ yチを也えるキ守 γ?を合(J.
民民01均等T，lji)im!:IQた喝合I!同外.
I IG 1年 1l士市思町もの円み(....:I'lを佑<). 
111 ，年 早さ E21イ:11ト在日える...，γヲE合む.
110 Pι r ¥lU院在日J町!li')た丸身制限以上町丸身E
もつ民tU::含む.
lÕ;~!Uと 1~められたものを院< . 
1 ， ; ¥1: 
1 ， 1 1平 丸士院出II司仲世合~工崎町 tr 帯。みに先拍，
工場1:勤中内百 関内自U;)%J悶日
工日~J!~l中町古 間内!l! 1~tl t:: IU I:! 
[ 'I!年 従来町比率限1.AI:~j，. IHl脱却E虫搭.
1111年に日全面~止.






1 ， I I平 九;1;崎11:1:7.に月し.院IIU干.JlH:Rlf; 
I7212 司:1/e;lU主誌をもっ此1~ ItRi'1i骨円Aに.肝訂
tttL; &1:， ~5う ttl'i円丸:Ji: t~mnEJf~ ~先日，
]1'口I"!午 l 匂削馴.瓜川nl削u的Jにu九M士除刷u出叫附1日出:訂?問可削F什?円析剛肌J肌a
円 =宮担~!t迂lU陣l止ヒ.





































































































詑合 109.S ! 119.1 8.47 
食料品 12.1.2 128.8 I 3. iO 
民俗.110; 3 125. S I 14.由
民 間 98.7 107.6 I 9.02 
出:鉄金'.rt1 1田.6 1∞.0 '" O.印;
金品製品 11.6 11.1.8 2.8i 
限時 l~i 共田.81161.11l-U
石油否決・同製品 I1瓜 7 ;'109.9 1 1.10 
木 村・同製品 131.9 210..0 59.21 
部業製品 118.3I 回.9 I 2.却・
化学.品 .92.9.1 93.4 I 0.5-1 I 



























































































1964年 13，142 97.5 98.4 
65 13，475 100.0 100.0 
66 14，187 105.3 1.17 
67 14，888 110.5 133.5 
68 15，481 11'4.9 144.8 
69- 17，339 128. 7 ' 146.7 
70 17，714 131.5 147.1 
71 17.173 127.4 139.9 
n 16，326 121. 2 150.5 
73 .25.684 190.6 208.0 
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附11541" 5S平 田平







































んでいる。具体的には78年末の生産m~力の 10.5%に相当する 33工場、 41 ラインを
斑架するというもので(r設側l共同廃棄事業J)、80、SlI山i年にar"lI.ljを上Ilijる37工場、









• I 1" ， ‘ 
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1973年 257 489 75 1，516 561 
74 265 512 71 1，383 499 
75 252 469 64 1，183 417 
76 2.44 458 57 1，3R4 425 
7 2.24 450 53 1，308 421 
78 217 431 52 1，395 425 
79 212 420 50 1，449 444 
80 199 425 47 1，344 394 
81 184 422 ι1 1，188 337 
82 172 417 39 1，139 3:J 
83 165 419 36 1，2.21 32.5 
出所:r木材需給報告書lから作成。
?， 、 ， ，?
? ?
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!日刊行ザ 11!?!日 1，0~引日?1111f!?!?!1!?i 伺〉‘・ 13:1 ，ヨ fz:i‘ 9U3.9UJa，U3‘.91136 'U 3 6 'U3 6 'U3 












































共(運同転行限ぬ度目訟で81年7月)参加企業 産シェア 対象商品 対象段伺 期 限
国関平C%) 実地内容
上 王子.十条，三菱 印刷用紙A.その他印刷 抄紙慢の運転日数制限 担工場印台 l次81.5.21-8.31 大昭和，山崎国策 用抵，筆記図面用抵，感
(上側 ) 
2次 9.6-11.羽
組 持崎，大王.8:本位案 94.3 先伝用紙，連続伝票用抵， 日産10トン以上16日 3次 12.15-82.2.15 
低 北鍾，中盆，チュー エツ 雑種低A 同 未尚初日紀州.東洋.(13祉) '・
コ 王子，十条，三菱 アー ト紙.コー ト低 コー テγド紙用金工抵 17工嶋珂台 上に同じ
大昭和.山崎国策 ， 軽量コー ト紙 の運転日数制限




低 加工 (llH) 同 未満却日
ク 王子.東洋パ，東海パ 盟主用両Eクラフト紙 抄抵慌の運転日数制限 10工場24台 l次81.6. 6-8.31 
フ 中也大王，大奥 関.4 一位 ， (両町一 2次 9.6-10.31 7 巴1.山陽国策(8社) (幻.4) 特味 ， 日産10トン以上15日 3次 11.8-12.31 































































臥生I! • I ViW!:.lt 
59.3 ~も 40.7 ~も
~ .






















































まっている eその中には北米地域に進出した王子製紙(NB 1 P社)、十:足型紙(I 
ース・パシフィック・ベーパー Jからのjil;応li.1(;祈IlIJ川紙)の述愉人も合まれて
いる。
i"U14. 北村i11115I 陀業構造の転換について11:i:j也~1l 1JJ.立見学.1 g~~ 林fJè ~'d' 協会部
10Z'~;' 19~μ|三 l }j b 





























































列グルーずの nlJ で地 L いシェ 7~f(1・をちi{ じた。反面、巨大な生政協力は、これ























































































出 1 次「石れIlf~ 慌.1 1土木材需要の拡大法市jにピリオドを打ち、市民は今やピーク





















































































































































1 9 8 5年 11月
村忠由直
